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第２号様式 

令和４年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課：教育委員会事務局 生涯学習課 

施 設 名 三沢市公会堂・三沢市立中央公民館 

指 定 管理 者 名 東北共立・寿商事グループ 

指 定 期 間 平成31年4月1日～令和6年3月31日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

入場者数 38,433人 21,460人 感染症防止対策のための利用制

限が緩和され、ホールを利用した市

民文化祭などを実施したことによ

り、入場者数は増となった。 

自主事業 

（ホール） 

17回 

141人 

26回 

383人 

自主事業 

（その他） 

42回 

756人 

47回 

661人 

 

利用者満足度 

 

69％ 

 

68％ 

利用制限が緩和され、イベント等に

参加できたことから、満足度が増と

なった。 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 92,942 人件費 35,629 

利用料金 7,446 清掃費・委託料・需用費 58,219 

電源立地給付金等 789 事業費 696 

その他 281 一般管理費 4,840 

指定・自主事業 196 租税及び消費税 3,329 

合計（①） 101,654 合計（②） 102,713 

  収支差額（①－②） △1,059 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

指定管理３期４年目の令和４年度は、まだ新型コロナウイルス感染症の影響も多

少残る中、利用者数・利用料も７０％ほどにまで回復してきました。 

しかしながら、電気・A重油・LPガスなどの光熱費の高騰、更には物価の高騰も加

わり、管理収支面では計画どおりに執行することが出来ませんでした。 

次年度はさらなる独自のアイデアと努力により、若者層を中心とした賑わいを創出

し、利用者数・利用料の増加を図りたいと思います。 

施設担当課 

利用者からのさまざまな要望に対し、その都度対応している。 

新型コロナウイルス感染症の影響が緩和されつつあるなか、リモート化が進むな

ど、社会情勢は大きく変化している。 

また、光熱費なども大きく上昇が見込まれることから、今後は施設機能の最大限の
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発揮について、創意工夫をもって取り組む必要がある。 

利用者の満足度向上および利用者数増加のため、今後は特に若者のニーズに対

応した事業計画を企画・展開していただきたい。 

 

４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 A A 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A A 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 A A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 A A 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 A A 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 A A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A A 

外部委託の内容は適切であるか。 A A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A A 

修繕は適切に行われているか。 A A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 A A 

総合評価 A A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


